
１２年前わずか２０秒程度の揺れで神戸市の街は壊滅
した。被災直後から行政による復興計画が行われた
が、市民活動による、まちづくり支援ネットワークが重要
な役割を果たした。その活動の鍵を握るのが「まちづく
り協議会」である。震災後合計１００のまちづくり協議会
が活動したが、震災前から認定を受けていた１２地区の
協議会の支援がいちはやく活動を開始できた。とのこと
で、常日頃からのふれあいとつながりの重要性を感じ
た。その一つが「ガレキに花を」プロジェクトであり、コレ
クティブハウジングへと発展していく。コレクティブハウス
とは、集まって住むことの意味だが、私的空間は確保し
ながら、共同生活を前提とした集合住宅である。避難
所・仮設住宅での「ふれあいセンター」を基調にした考え
で、この復興公営住宅が多くの被災者を支援し、そこで
の「場所力」に支えられた活動、それがまちづくりの原点
である。平常時における「人的ネットワーク」と「情報ネッ
トワーク」の重要性・必要性を再確認した講義でした。


